
MVP バージョンアップ情報

2008 年 7 月 株式会社モリサワ

※ 機能追加などの詳細な説明は、MVP取扱説明書をご覧ください。

※ 省略単語の説明

[Cat]・・・簡易カタログ

[Std]・・・Standard Edition

[Pro]・・・Professionak Edition

インストール直後のMVPの起動には時間がかかる場合があります。

また、フォントの登録／削除を行った直後も同様です。

次回からの起動には時間はかかりません。

MVP Ver.3.24 の新機能と機能拡張項目(2008.07.25)

◎仕様変更／追加

【操作・全般】

◎不具合修正

【操作・全般】

�K PPML 出力でボックス回転したオブジェクトが正常に出力されない不具合を修正しました。

[Pro]

�K PPML出力でプレビューと出力が異なる不具合を修正しました。[Pro]

出力結果が異なるケースは以下の�点です。

�可変画像の上に固定テキストを重ねた場合

�固定テキストの上に固定画像を重ねた場合

MVP Ver.3.23 の新機能と機能拡張項目(2007.05.31)

◎仕様変更／追加

【操作・全般】

�K ナンバリング設定の開始値の入力範囲を-9999999∼9999999 に変更しました。[Std/Pro]

�K マニュアルをユーザーズガイド 1冊にまとめました。�第�版K[Std/Pro]

�K 郵便データを更新しました。[Std/Pro]

平成 18 年 10 月 1 日∼平成 19 年 4 月 27 日までに変更された内容です。

※バージョンアップでは、郵便データは更新されません。

郵便データ管理ツールを実行して最新情報に更新してください。
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◎不具合修正

【操作・全般】

�K 任意プログラムで、VBSが実行できない不具合を修正しました。[Std/Pro]

�K DBパレット「数値」詳細設定の小数点処理で、正常に位上がり処理がされていない場合がある

不具合を修正しました。[Std/Pro]

�K 一行ボックスで自動変形をかけているのに、文字溢れが発生する場合がある不具合を修正しまし

た。[Std/Pro]

【出力】

�K PPML出力で「両面」「上と下を合わせる」に設定した場合、裏面のトンボが 180 度回転して出力

されてしまう不具合を修正しました。[Pro]

�K 印刷で面付けなし、分割オフで出力するデフォルトの分割処理数を 500 としました。[Std/Pro]

�K 印刷エラーチェック中断で正常な場合でも、エラーが表示されてしまう不具合を修正しました。

[Std/Pro]

MVP Ver.3.21 の新機能と機能拡張項目(2006.10.25)

◎仕様変更／追加

【操作・全般】

�K DB パレットでファイルメーカーが書き出すタブ区切りテキストの読み込みに対応しました。

[Std/Pro]

※フィールド内に改行があるデータには未対応です。

フィールド内に改行が必要な場合は改行コマンド(< br > , < KG >Kを利用してください。

�K 郵便データを更新しました。[Std/Pro]

平成 18 年 4 月 29 日∼平成 18 年 9 月 30 日までに変更された内容です。

※バージョンアップでは、郵便データは更新されません。

郵便データ管理ツールを実行して最新情報に更新してください。

◎不具合修正

【操作・全般】

�K フィールドの照合で同じフィールド名称があった場合に、アラートが表示されない不具合を修正

しました。[Std/Pro]

【出力】

�K 印刷時にPPML(Fiery PPMLK出力すると、オブジェクトの重なった個所の階層関係が、表示と

印刷とで結果が異なる不具合を修正しました。[Pro]

�K 特定の TrueType 外字が「〓」で出力される不具合を修正しました。[Std/Pro]
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MVP Ver.3.20 の新機能と機能拡張項目(2006.08.07)

◎仕様変更／追加

【操作・全般】

�K MVP文書バージョンを更新しました。[Std/Pro]

本バージョンで保存した文書ファイルは、Ver3.11 以前のバージョンでは編集できません。

�K バーコードボックスでQRコード�モデル 2Kに対応しました。[Std/Pro]

�K 宛名ボックスの自動組版を見直しました。より美しい組版を実現しました。[Std/Pro]

この変更に合わせて、従来の以下の処理を削除しました。

�「株式会社」、「有限会社」などの特定文字列を少し文字サイズを小さくする機能。

�「役職名を氏名の上に表示する」機能。

�K 宛名ボックスで、組方向、用紙の種類�DM はがき、エコーはがきKを指定可能にしました。

[Std/Pro]

	K DBパレットで、�つのフィールドに対して複数のデータタイプを設定することを可能にしまし

た。[Std/Pro]


K DBパレットで、データタイプ詳細設定「文字列」の英字タイプ処理で、記号を対応することを可

能にしました。[Std/Pro]

�K 1 行/複数行/図形ボックスで、オーバーレイ指定�マスターデータ/バリアブルデータKを可能にし

ました。[Std/Pro]

�K フィルタ実行のユーザインターフェースを一新しました。[Std/Pro]

�K 宛名、郵便番号ボックスで、郵便番号枠の自動生成機能を追加しました。[Std/Pro]

10K 人名ボックスで、自動振り分けが指示された場合でも「揃え」を指定できるようにしました。

[Std/Pro]

11K 文書読み込み時に関連ファイルのリンクチェックを行うようにしました。[Std/Pro]

DBファイル、データタイプ詳細設定の「画像」の画像フォルダ、固定画像のリンクチェックを行

います。

12K 画像リンク情報の更新機能を追加しました。[Std/Pro]

13K 住所ボックスの改行処理が「宛名自動」の場合は、字間調整は指定できないように変更しました。

[Std/Pro]

14K 住所ボックスの改行処理が「半自動」の処理で住所を分割する条件は、スペースのみに変更しま

した。[Std/Pro]
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【出力】

�K 標準的なポストスクリプト出力の「マスターデータ」時は、常に「面付けの並び」は「同じ内容」

で出力するようにしました。[Std/Pro]

�K PPML出力時、EPS画像を貼り込めるようにしました。[Pro]

�K 印刷ダイアログ内の分割機能の初期値をオフからオン�100 枚単位Kに変更しました。[Pro]

◎不具合修正

【操作・全般】

�K 住所ボックスの半自動処理で字間調整に字送りを指定すると、「指定�」のチェックがきかない場

合がある不具合を修正しました。[Std/Pro]

�K DB パレットの置換処理で完全一致指定�^∼$Kが指示されていた場合、マッチしている文字列

が置換されない不具合を修正しました。[Std/Pro]

�K 引用符が含まれているDBファイルや、置換テーブルの読み書きが正常に処理できていなかった

不具合を修正しました。[Std/Pro]

�K ATMタイプのファミリーフォントが表示されない不具合を修正しました。[Std/Pro]

	K 各種ボックスで、グループボックスの印刷フラグが機能しない不具合を修正しました。

[Std/Pro]


K カラーの特色別版が機能していなかった不具合を修正しました。[Std/Pro]

�K 複数ページに表組ボックスがある文書を印刷した場合、先頭ページの表組が崩れてしまう場合が

あった不具合を修正しました。[Std/Pro]

【出力】

�K PPML 出力で Illustrator や、InDesign で作成された縁文字�線と塗りKがある EPS 及び PS

ファイルを面付けすると、文字色が縁の色になったり、縁文字の縁の位置がずれる場合がある不

具合を修正しました。[Pro]

MVP Ver.3.11 の変更点 (2006.03.01)

◎仕様変更／追加

【操作・全般】

−画像ボックス[Std/Pro]

� LZW圧縮の TIFF 画像を対応しました。

� 画像指定のパス区切りを '/' から 'z' に変更しました。

ネットワーク先の IPアドレスからの指定が可能となります。

�例：z192.168.0.100zmvpz サンプル zパンフレット素材 zxx.epsK
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◎不具合修正

【操作・全般】

−全般[Std/Pro]

� プレビューの更新を繰り返すと、プレビュー表示が遅くなる不具合を修正しました。

� プレビューの更新を繰り返すと宛名ボックスの設定ダイアログで「設定」タブを選択時、表示の

切り替えが遅くなる不具合を修正しました。

� 休止状態から復帰後に「お試し期間が．．．」というメッセージが表示される不具合を修正しました。

−印刷[Std/Pro]

� 印刷「標準的なポストスクリプト」「マスターデータ」の出力が正常でない不具合を修正しました。

� インラインオブジェクトで正常にPS出力できなかった不具合が改修できました。

−画像ボックス[Std/Pro]

� マスターデータ画像が粗く表示されていた不具合を修正しました。

−表組ボックス[Pro]

� 表組みの角丸設定がプレビュー・印刷時に反映されない不具合を修正しました。

MVP Ver.3.10 の変更点(2006.01.18)

◎仕様変更／追加

【操作・全般】

−印刷[Std/Pro]

� 印刷の処理速度を改善しました。

添付のMVP文書データ「居酒屋 .mpd」は約	倍の高速化が実現されました。

� 面付け台紙に直接、EPS画像を貼り込めるようにしました。

トンボをカスタマイズしたり、断裁機用の印刷ズレ防止マークの付加などにご使用頂けます。

尚、印刷技術「PPML」または、「Fiery PPML」時は未対応です。対応する予定ですが、それま

では他の印刷技術を使って出力をお願いします。

−文字置換テーブルのご提供[Std/Pro]

� 半角カタカナを全角に置換する、文字列置換テーブルを用意しました。

インストール時に「~zMVPzTemplatez 文字置換テーブル」フォルダに、以下のファイルがイン

ストールされます。DBパレットの置換設定でご利用ください。

・半角カタカナを全角に置換 .txt

・半角記号を全角に変換 .txt

◎不具合修正

【操作・全般】

−宛名ボックス[Std/Pro]

� 長い住所の場合、区切り位置が正常でない場合がありましのたで修正しました。

� 住所で全角英字が半角英字になる場合がありましたので修正しました。

−印刷[Std/Pro]

� 大量レコードを「PPML」または「Fiery PPML」出力すると正常に出力されない場合がありまし

たので修正しました。
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MVP Ver.3.02 の変更点(2005.11.18)

◎仕様変更／追加

【操作・全般】

−印刷/プレビューエラーチェック[Std/Pro]

� ウォーターマークのデザインを変更しました。

� 印刷技術処理の「Formの保存先」の初期値を、「ハードディスク」から「メモリー」に変更しま

した。

−フィルター実行[Std/Pro]

� フィルター実行ダイアログ、及びＤＢパレットのファイルのパスを入力するエディットに省略パ

ス、ツールチップ、D&Dの機能を追加しました。

−各種ボックス[Std/Pro]

� 宛名ボックスのパラメータを変更しました。

MP2LayoutParam.dat：住所�行目の文字サイズを 2行目と同じにしました。

MP2AddressParam.ini：住所区切りに‐(全角ハイフン)も対象にしました。

� ボックス設定ダイアログ「画像」タブの固定画像のファイルのパスを入力するエディットに省略

パス、ツールチップ、D&D、解除の機能を追加しました。

� 直線設定ダイアログに「印刷しない」のチェックボックスを追加しました。

−グループ化[Std/Pro]

� オブジェクトをグループ化する場合は、選択オブジェクトのグループを全解除するか、全てロッ

クするか選択するようにしました。

−カタログ[Pro/Cat]

� DB割付で、ドロップ対象となるオブジェクトをグループ→グループ内のオブジェクトに変更し

ました。

◎不具合修正

【操作・全般】

−印刷/プレビューエラーチェック[Std/Pro]

� PPML 出力時、用紙印刷方向に横が指定されている時に正常に印刷できない不具合を修正しま

した。

� 印刷時高速化処理の不具合修正(速度に影響なし)

� 65535 を超えるレコードのプレビューが表示されない不具合を修正しました。

� 印刷&プレビューエラーチェックで、バリアブルデータ時に正しいエラー情報が取得できない

不具合を修正しました。

� 印刷エラーチェックのダイアログメッセージで、	桁以上のレコードの 5桁目が消えてしまって

いる不具合を修正しました。

� プレビューウインドウの虫眼鏡で右下から左上で選択した場合、拡大位置がずれる不具合を修正

しました。

� 印刷エラーチェックで、エラーではないボックスがエラーになる不具合を修正しました。

−各種ボックス[Std/Pro]

� 横組の住所ボックスの宛名自動で算用数字が�桁以上ある場合、行が下がる不具合を修正しまし

た。

� 直線が複写できない不具合を修正しました。
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−グループ化[Std/Pro]

� ロックしたグループが削除できる不具合を修正しました。

−カタログ[Pro/Cat]

� DB割付でリストアイテムをオブジェクトが重なった箇所にドロップするとその箇所に存在する

全てのオブジェクトにDBが割り付けられる不具合を修正しました。

MVP Ver.3.01 の変更点

◎機能追加/変更

−印刷/プレビューエラーチェック[Std/Pro]

� 印刷/プレビューエラーチェックでバーコード、画像ボックスのエラーを表示するように変更し

ました。

−各種ボックス[Std/Pro]

� ボックスを 90 度単位で回転できるように対応しました。

� 宛名ボックスのサイズを「55mm× 117mm」固定とし、サイズ変更できないように対応しまし

た。

� 自動伸縮した画像をボックスに対して左上、右上、中央、左下、右下に配置できるように対応し

ました。

−操作・全般[Std/Pro]

� Administrators グループかPower Users グループに所属するユーザー以外はアプリの起動が

できないように対応しました。

MVP Ver.2.01 の変更点

◎仕様変更

−印刷

� TrueTypeFont はアウトライン出力していましたが、フォントエンベットして出力するように

しました。

◎不具合改修

−印刷

� PS出力の「標準的なポストスクリプト」「FreeForm1/2」で分割指定すると、正常に出力できな

い場合がありましたので修正しました。

� 面付け出力時、トンボと面付けされた頁がズレる場合がありましたので修正しました。

以上

� / �



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


